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まちづくりの基本目標と将来のまちのイメージ 計画の範囲

～ ～
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計画策定の趣旨 2.

3.

　

4.

　

計画の実施

 消費的経費にかかる事業については、平成21年度に実施する主要な新規・拡

充事業。

 本市が主体となって推進する事業のほか、国・県・民間等が実施主体で市が

何らかの負担を伴う事業、または助成を行う事業。

　今後の財政状況は、歳出については、震災復興事業に伴い発行した起債の元利

償還金がまだ高水準を続けている中、人口増に伴う新たな行政課題への対応や、

高齢化の進展などもあり、今後とも多額の財源を要すると見込まれる。

　歳入面では、景気の悪化が長引けば根幹をなす市税収入への影響が避けられ

ず、地方譲与税及び交付金についても同様である。また、財源不足に対応して財

政・減債基金の取り崩しを行うことから一定の残高を確保することが困難な状況

となる。経常収支比率も100％前後で推移しており、財政の弾力性が失われた状

態が続いている。

　今後の財政収支見通しは、景気の回復傾向が望めない場合、さらに下方修正を

視野に入れた判断も求められる。計画の実施にあたっては、次年度以降の実施計

画の策定及び予算編成過程において更なる事業費の圧縮や平準化等を行い、財政

収支との調整を図っていくことが必要である。

ふれあい　感動　文教住宅都市・西宮

市民一人ひとりが輝いて生きるまち

子どもたちの笑顔があふれるまち

みんなが安心して暮らせる安全なまち

水と緑ゆたかな美しいまち

人々が楽しく交流する元気なまち

　計画の範囲は、「第４次西宮市総合計画」に掲げる施策に基づく事業のうち、

下記のものとする。

　実施計画は、「第４次西宮市総合計画」に掲げる計画目標を具体化する

ため、通常、向こう３か年の計画内容を体系的に示し、総合計画の基本計

画と年度予算を結びつける役割を果たすものである。

　今回の実施計画は、第４次総合計画の初年度であり、平成21年度の予算

編成との整合を図りながら、基本計画の内容を踏まえ、策定するものであ

る。

 投資的経費にかかる事業については、平成21～23年度に実施する事業。

 対象となる事業は、普通会計に属する事業のほか、公営企業会計（水道事

業、工業用水道事業、中央病院、下水道等)に属する事業。ただし、既に事業

が完了し、債務負担行為により償還のみを行っている事業を除く。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度

まちづくり

　いきがい・つながり

～市民一人ひとりが輝いて生きるまち～

　　市民活動の支援

地域集会施設整備補助事業 20,000 20,000 コミュニティ活動の拠点として、自治会等地域団体が行う地域自主管理集会施
設の整備に対し、工事費の一部を助成する。
平成21年度：２箇所
平成22年度：１箇所
平成23年度：１箇所

市民交流センター改修事業 256,327 ― 耐震工事を行うとともに、高齢者や車いす使用者等利用者の利便性の向上を図
るため、エレベーターを設置する。

市民館等冷暖房機取替事業 ※ 4,700 ～ 市民館や広田山荘を市民に使い易い施設とするため、冷暖房機の取り換えを行
う。

団塊の世代支援事業 ※ 3,800 ～ 「団塊世代対策基本方針」に基づき、インターネットを通じた、団塊世代向け
各種情報の発信や、各種講座の開催、また新たなライフスタイルを確立するた
めの相談コーナーを設置する。

生涯学習の支援

生涯学習大学「宮水学園」ラジオ講座事業 ※ 1,904 ～ 体の不自由な方、働いている高齢者の方等宮水学園に通園困難な方々のために
宮水学園ラジオ講座を開講する。

公民館・図書館機能の充実

公民館施設予約システムの運用開始 ※ 3,510 ～ 平成20年度に開発した施設予約システムを４月より稼動させる。利用者は事前に申請
手続きをしておくことでインターネットで全公民館の空室状況を確認したり予約ができ
る。

（仮称）図書館山口分室・若竹分室の業務委託 ※ 25,520 ～ 山口センターの３階に（仮称）図書館山口分室を新設する。また若竹生活文化
会館の図書室を（仮称）図書館若竹分室として移管を受ける。両分室ともに他
の５分室と合わせて業務委託する。

図書館レファレンス（調査・相談）及び
資料の充実事業

※ 12,412 ～ 市民の多様な課題解決のために、カウンターでの調査・相談業務において、従
来の紙ベースの情報に加え、有料のデータベースを利用して、ビジネス支援・
新聞検索・百科事典等の新鮮な情報をすばやく確実に市民に提供する。同時
に、中央･北口･鳴尾･北部の各図書館にそれぞれ特色を持たせた蔵書構成を充
実させる。

事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名
平成21年度

事 業 費

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。

－2－



 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

芸術・文化の振興

山口ホール管理運営経費 ※ 17,000 ～ 市民の芸術文化の拠点として、利用しやすく親しみやすい文化施設を目指して
管理運営を行うとともに、地域の文化振興を図る。また、山口センターオープ
ニングイベント時にはピアノ演奏を行うなど、記念事業を実施する。

市展の賞金の拡充 ※ 3,050 ～ 西宮市展への出品者数の増加を図るため、賞金額の増額を行う。

人形劇定期公演事業 ※ 2,380 ～ 平成20年度から実施している人形劇の定期公演等の実施回数を増やすほか、
「西宮人形劇まつり」として全市的な人形劇のイベントを行う。

ブラス・フェスティバル事業 ※ 4,800 ～ 平成20年度から実施しているブラス・フェスティバルのクリニック（楽器演奏
指導）を年３回に増やすとともに、コンサートの充実を図り、西宮市の吹奏楽
の底上げを図る。

文化交流事業 ※ 7,030 ～ ロット・エ・ガロンヌ県及びアジャン市と西宮の作家の美術作品展など文化交
流や、講演会、ミニコンサート等を行う。

海の甲子園関連イベント ※ 4,000 ― 海の甲子園開催に伴う関連地域イベントとして、講演会の開催やコンサート等
を行う。

貝類館開館10周年記念事業 ※ 5,000 ― 市民はじめ市外からの観光客への周知、ＰＲを図るとともに、開館10周年を迎
える５月の連休中の３日間にイベントを開催し、また、西宮の貝に関する記念
出版物などを刊行する。

市民ホール等改修事業 5,000 16,000 市民会館アミティホールやフレンテホールなどの市民ホールの老朽化した空調
設備、舞台照明、音響等の設備を更新・改修し、安全で安定した舞台環境及び
ホール使用環境を整備する。
・平成21年度：アミティホール舞台照明設備改修等
・平成22年度：アミティホール舞台機構設備・舞台照明設備改修等
・平成23年度：アミティホール舞台照明改修等

高畑町遺跡出土製品保存処理事業 ※ 3,804 ～ 高畑町遺跡発掘調査により出土した木製品を、永年保存・展示等活用が可能な
よう、化学的保存処理を施す。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

郷土資料館収蔵庫整備事業 ※ 5,996 ～ 狭隘になった収蔵庫の増設をおこなう。

史跡整備事業 619 3,381 市指定史跡である老松古墳の公有地化を図り、教育に活用可能な保存・整備を
行う。

スポーツ・レクリエーション活動の推進

中央運動公園施設改修事業 26,880 24,570 竣工から25年以上が経過し、老朽化した中央運動公園施設の改修等を行う。
・平成21年度：テニスコート（照明設備・人工芝の張り替え）
・平成23年度：野球場（照明設備）

  すこやか・はぐくみ

～子どもたちの笑顔があふれるまち～

子育て支援の充実

留守家庭児童育成センター障害児童の
受入学年延長

※ 59,500 ～ 留守家庭児童育成センターにおいて、現在障害児童の受入学年が小学校５年生
までとなっているのを、６年生まで学年延長する。

山口児童センターの開設 ※ 18,350 ～ 山口地区の子育て支援の拠点として山口児童センターを開設する。

児童館環境整備事業 ※ 10,300 ～ 老朽化した児童館・児童センターの施設改修を行うとともに、エアコンを設置
し、児童館の環境整備を図る。

児童館子育てひろば事業の拡充
（全児童を対象とした地域子育て支援事業）

※ 25,819 ～ 現在、高須児童センターと鳴尾児童館で実施している「子育てひろば」を全館
で実施する。また、地域の子育て拠点となるべく、児童館職員の勤務体制等を
見直す。

地域子育て支援センター
（全児童を対象とした地域子育て支援事業）

※ 6,532 ～ 就学前児童とその保護者を対象にした「相談及び支援窓口の設置」や「講座や
イベントの開催」など、地域における子育て支援事業として、「西宮市地域子
育て支援センター事業」を大学や民間事業者と連携を図りながら新たに展開す
る。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

仮称 父子手帳の発行
（全児童を対象とした地域子育て支援事業）

※ 2,625 ～ 父親の育児への参加を促す啓発活動の一環として父親の育児マニュアル等を掲
載した「（仮称）父子手帳」を発行し、出生のあった世帯に配付する。

子どもの読書活動推進事業 ※ 3,740 ― 市内の児童福祉施設（保育所や児童館等）や子育て総合センター、子育て地域
サロン、子育てサークルなどに、絵本を提供し、子どもたちが絵本にふれあう
きっかけづくりと親子のふれあいを深める。

留守家庭児童対策施設整備事業 65,959 ― 放課後留守家庭児童の健全育成を図るため、留守家庭児童育成センターを整備
する。
・平成21年度：（新築）南甲子園第２育成センター、広田第２育成センター
　　　　　　　（撤去）高須東育成センター

民間保育所分園整備事業 345,674 ― 保育所待機児童の解消を図るため、認可保育所の分園を整備する。
・平成21年度：（仮称）北名次保育所分園、（仮称）東山台保育所分園

民間保育所建設補助事業 202,020 ― 保育所待機児童の解消を図るため、社会福祉法人が新設する認可保育所に対し
て建設費の補助を行う。

民間保育所定員変更促進事業 ※ 5,976 ～ 入所児童数を増やすため、定員増を行ったことにより補助単価が下がる民間保
育所に対し補助を行う。

地域子育て支援促進事業助成の見直し ※ 20,000 ～ 地域の在宅児童の子育てを支援するため、短期体験保育事業や育児講座等、各
種事業を実施する市内の民間保育所に対する助成制度を見直し、実施する園数
の拡大を図る。

家庭保育所・保育ルーム補助拡充 ※ 79,611 ～ 特に待機児童が多い低年齢児（３歳未満）を受け入れる保育ルームの新設を促
進するため、家庭保育所及び保育ルームへの運営費補助制度を見直し、補助金
を増額する。

公立保育所環境改善事業 39,630 80,000 不審者侵入等に対する防犯対策のため、現在、電子錠が未設置の保育所に対し
て設置を行う。また、老朽化した公立保育所の保育室の内装等を補修し、保育
環境の改善を図る。

家庭教育の支援と青少年の健全育成

丹波少年自然の家建設費負担事業 6,660 39,644 阪神７市１町の負担区分となっている、丹波少年自然の家リニューアル等に伴
う借入金の償還を行う。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

学校教育の充実

総合教育センター研修室改装事業 24,900 ― 新規採用教員の増加に伴う研修内容や研修形態の見直し、新学習指導要領を見
据えた研修を充実させるために、必要な備品等の整備と施設改装を行う。

特別支援教育事業 ※ 176,727 ～ ・ＬＤ、ＡＤＨＤなどの発達障害のある子どもたちの教育的ニーズを把握しな
がら、学校全体で適切に支援していくために、特別支援教育支援員を小・中学
校に全校配置し、校内体制の充実を図る。また、学校園の要請に応じて教員等
への相談や、発達障害等の課題がある子どもへの望ましい教育的対応について
専門的意見を示す「西宮専門家チーム」を派遣する。
・「特に教育的配慮を要する幼児」に対して保育補助員による支援を行う。
・西宮養護学校の通学困難児童生徒の安心、安全な通学保障を行う。

校内ＬＡＮ整備事業（学校情報化推進事業） ※ 61,992 ～ IＣＴを活用した多様な教育活動の展開や、校務の合理化を図るため、学校の
全ての教室、職員室等に校内ＬＡＮを敷設する。平成20年度から２カ年計画
で、平成21年度に完了する。

児童用パソコン整備事業（学校情報化推進事業） ※ 31,648 ～ 耐用年数の経過した地域イントラ基盤整備事業により整備した小学校、特別支
援学校のノートパソコン等の更新を行う。
平成21年度は、学習支援サーバを新たに設置し、平成22年度には児童用ノート
パソコンを更新する。

給食施設設備整備事業 45,000 65,000 老朽回転釜の置換えや備品の買換えなど、安全及び衛生管理のより一層の強化
を図る。また、児童生徒数の増加に対応して、大容量の回転釜への置換えや給
食用備品の購入を行う。

信頼される学校づくり

校務支援システム・教育用情報機器の整備
（学校情報化推進事業）

※ 145,645 ～ 校務の合理化を図るために、小・中・特別支援学校の全教員にパソコンを貸与
するとともに、校務支援システムを構築する。またＩＣＴを活用した児童生徒
の学習活用や、教師の指導力向上を推進するため、各学年１セットずつのノー
トパソコン、プロジェクター等の整備を進める。

計画的・効率的な学校施設運営

学校施設整備事業 307,130 928,583 安全・安心で快適な学校園づくりを目指し、特別教室冷房設備の設置や、プー
ル安全対策など年次的計画的に整備し、学習環境の向上を図る。（過年度債務
含む）

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

学校施設耐震補強事業 381,505 5,239,793 新耐震基準を満たさない学校園施設を対象に、安全で快適な教育環境の整備・
確保を目的として、平成23年度耐震化完了を目指して、耐震補強事業を年次
的・計画的に実施する。

浜脇小学校児童急増対策事業 1,489,428 198,520 校舎の全面改築を実施することにより、教室不足の解消と教育環境の向上、校
舎の耐震化による児童の安全確保等を図る。（過年度債務含む）

高木小学校児童急増対策事業 676,759 50,000 老朽化、耐震上の既存不適格校舎となる北校舎を増改築することで、教室不足
の解消と教育環境の向上、校舎の耐震化による児童の安全確保を図る。また、
南校舎についても普通教室等に空調を整備する。（過年度債務含む）

用海小学校児童急増対策事業 1,012,223 1,748,310 老朽化、耐震上の既存不適格校舎となる既存校舎の全面改築を実施すること
で、教室不足の解消と教育環境の向上、校舎の耐震化による児童の安全確保を
図る。

甲子園浜小学校児童急増対策事業 759,842 ― 今後の学級数の急増に対応するため、校舎を増築することにより、教室不足の
解消を図る。また、既存校舎の普通教室等にも空調を整備し、教育環境の向上
を図る。

夙川小学校校舎等増改築事業 13,000 898,260 夙川小学校における児童の安全・安心と地域住民の避難場所の確保のため、耐
震上の既存不適格校舎である東校舎と北校舎の改築を行う。また、環境学習重
点校として、40KWの太陽光発電・ビオトープ等を整備する。
・平成21年度：地質調査・耐震診断等
・平成22年度：基本・実施設計
・平成23年度～増改築工事

高須地区小学校統廃合事業 ※ 18,800 ～ 廃校後の旧高須東小学校の跡地を地域に開放するための工事を実施し、統合後
の高須小学校の通学路の警備等を行う。

教室不足対策事業 ※ 118,853 ～ 教室不足対策として、春風小ほか８校に仮設校舎を設置する。

老朽校舎改装事業 57,000 94,000 美観対策や壁の剥離などの事故防止のため、鉄筋老朽校舎に順次、外壁改装等
を実施する。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

  あんしん・あんぜん

～みんなが安心して暮らせる安全なまち～

地域福祉の推進

各種福祉計画（地域福祉計画等）の見直し ※ 12,794 ～ 社会福祉法等に基づき、各種福祉計画の策定、見直しなどを行う。

高齢者福祉の充実

シニア・サポート事業 ※ 4,000 ～ 高齢者が、公的な制度では応えきれない必要な支援を、地域で助け合いながら
援助を有料で行う会員制のシニア・サポート事業を立上げ、コーディネーター
等の費用を補助することにより高齢者の自立生活を支援する。

地域介護・福祉空間整備等補助事業 ― 17,000 介護療養型医療施設が平成23年度末に廃止されることに伴い、老健施設等への
転換に伴う施設整備の建設費等の一部を事業者に補助する。

特別養護老人ホーム等整備事業 ― 387,000 第４期介護保険事業計画に基づく特別養護老人ホーム等の整備について、その
施設を建設運営する社会福祉法人に対し建設費の補助を行う。

養護老人ホーム改修事業 4,830 ― 養護老人ホーム寿園の施設整備等を行う。
・平成21年度：寿園ナースコール設備更新

障害のある人の福祉の充実

障害者就労生活支援センター運営事業 ※ 16,333 ～ 障害者の就労を総合的に支援するため、就労支援、生活支援、相談機能等を併
せ持つ西宮市障害者就労生活支援センターを設置する。

地域生活支援事業（障害者相談支援体制の強化） ※ 81,944 ～ 障害者の相談窓口として設置している「西宮市障害者あんしん相談窓口」の強
化を図るとともに、北部地域に新たに相談窓口を設置し、相談支援体制の強
化・充実を図る。

精神障害者地域活動支援センター等
運営費補助事業

※ 65,211 ～ 精神障害者の社会参加・就労支援などを行う地域活動支援センター等に対し運
営費の補助を行う。

民間障害福祉施設整備補助事業 301,010 407,510 障害者の生活の場や就労訓練等の場を確保するために、社会福祉法人が障害福
祉施設を創設、改築、大規模修繕等を行う場合に対して建設費等の補助を行
う。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。

－8－



 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

健康増進と公衆衛生の向上

妊婦健康診査公費負担の拡充 ※ 390,662 ～ 妊婦が安心して出産を迎えられるよう、健診費用の内５回分22,700円を助成し
ているが、国の妊婦健康診査公費負担拡充の方針を踏まえ、14回分70,000円に
拡充する。

10か月児アンケート健康診査及びフォロー事業 ※ 7,369 ～ 発達障害の早期発見、早期支援のため、10か月児健診をアンケート方式で実施
するとともに、経過観察が必要な児と保護者を対象に、心身の発達を促すよう
なかかわり方や、遊ばせ方などを指導するフォロー事業を実施する。

子宮頸がん検診・乳がん検診事業 ※ 50,178 ～ 子宮頸がん検診を、国の検診指針に基づき、対象年齢を30歳以上から20歳以上
に引き下げ、早期発見、普及啓発に努めるとともに、検診時期を２年に１回
（偶数年齢時）と定め、乳がん検診と同時に受診できるよう受診体制を見直
す。また、医師等の専門家による各種がん検診の精度管理委員会を設置する。

健康管理システム更新 ※ 5,971 ～ 保健事業の拡充等に伴い、各種健診・健康教育・健康相談等成人保健事業の適
切な情報管理や、効率的な事業運営を図るため、健康管理システムの更新を行
う。

母子・成人保健事業の拡充 ※ 151,625 ～ 平成21年４月の山口保健福祉センターの開設に伴い、北部地域における母子・
成人保健事業を拡充する。

日本脳炎予防接種の積極的接種勧奨の再開 ※ 79,202 ～ 平成17年度から積極的勧奨を差し控えている日本脳炎予防接種について、平成
21年度中の勧奨再開見込みに伴う接種者の増加に対応する。

保健所情報システム整備事業 ※ 6,760 ～ 老朽化が著しい保健所情報システムを安定的、効率的に運用し適正なデータ管
理を行うため、機器等の更新を行うとともにネットワークの再構築を行う。

食肉衛生検査機器等の整備事業 ※ 4,964 ～ 食肉の安全を確保するため、老朽化した食肉衛生検査機器等を整備する。

医療サービスの充実

（企）中央病院高額医療機器整備事業 157,150 277,650 耐用年数を経過した医療機器や、現在の医療水準に適合しない医療機器を年次
的に更新する。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

（企）中央病院中期的修繕事業 50,000 100,000 患者の安全を確保し、病院運営に支障をきたさないために、計画的に施設整備
の修繕を行う。

（企）中央病院外来改修工事 5,000 ― リハビリ関連室等の区域を有効活用するとともに、改修を行う。

医療保険・医療費助成・年金制度の安定

国民健康保険料のコンビニ収納導入 ※ 23,488 ～ 国民健康保険料の納付の利便性と徴収の効率化を図るため、計画的にコンビニ
収納の導入を図る。
・平成21年度：単票形式（再送付分等）の納付書
・平成22年度：その他（OCR・分納等）の納付書

福祉医療費助成制度の見直し ※ 3,235,660 ～ 福祉医療費助成制度を将来にわたり持続的に維持していくため、制度を取り巻
く環境の変化に対応した見直しを行う。
子育て支援の推進を図るため、入院にかかる医療費自己負担分の一部助成を中
学３年生まで拡大する。

後期高齢者医療滞納管理システムの導入 ※ 11,798 ～ 後期高齢者医療制度の被保険者の保険料滞納状況についての管理・運用システ
ムを構築する。

災害・危機に強いまちづくり

地域防災計画等修正整備事業 ※ 3,300 ～ 各職員レベルでの具体的な活動指針となる「災害時職員行動マニュアル」等を
整備し、庁内外に広く周知する。

避難所案内表示板設置事業 ※ 777 ― 新設（７箇所）の指定避難場所に、昼夜を問わず避難場所が容易に確認できる
ように、蓄光式の防災施設案内標識を設置する。

ひょうご防災ネットへの加入 ※ 1,260 ～ 兵庫県と（株）ラジオ関西が運営する「ひょうご防災ネット」に加入し、携帯
電話等を通じて市民や市職員に対し、迅速な緊急情報等の提供に努める。

防災マップの増刷 ※ 1,570 ～ 転入する世帯に対して、防災マップを配布し、防災意識の啓発を行う。

地域防災マップ作成事業 ※ 1,386 ～ 津波浸水予想区域や洪水浸水想定区域において、市民との参画と協働により
「地域防災マップ」の作成を行う。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

防災緊急車両整備事業 ※ 1,050 ～ 災害時に現場での情報収集及び総括調整を迅速、的確に行うため、現場に早期
到着を可能とする防災緊急車両を整備する。

急傾斜地崩壊対策事業 3,000 5,500 兵庫県が施工する急傾斜地崩壊対策事業（ななくさ学園裏山）の地元負担金を
支出する。

防災行政無線システム整備事業 210,440 203,532 災害時の通信手段の途絶に対して効果的な通信システムである防災行政無線を
整備することにより、防災情報を確実に市民へ伝達する。

消防・救急救助体制の充実

消防緊急情報システム更新整備事業 ※ ― 272,600 設置後12年が経過し、老朽化している消防緊急情報システムの更新に着手す
る。
（債務負担設定　期間：平成23～29年度　　限度額：1,886,150千円）
・平成21年度：仕様書作成等
・平成22年度：機器施工設置
・平成23年度：運用開始

消防通信施設等整備事業 20,742 43,350 電話交換機及び携帯型無線機等の更新を行う。

消防救急無線デジタル化移行整備事業 ― 16,152 平成15年の電波法改正による、消防・救急無線のデジタル化の義務化にともな
い、平成28年５月末日までに整備を完了する。

消防水利標識建替事業 ※ 2,400 ～ 設置年数が古いＡ型消防水利標識（高標識柱）をＢ型消防水利標識（低標識
柱）に建替えることにより、転倒事故等を未然に防止する。

個人貸与防火服装更新事業 ※ 8,694 ～ 長期使用による摩耗、汚損等から更新の必要がある防火服を、貸与年数の古い
職員から順次更新する。

警防地図作成事業 ※ 3,675 ～ 最新情報に更新した新たな警防地図を作成し、消防車両等に配置する。

救急教育訓練用資機材の更新 ※ 273 ～ 救急隊員の訓練及び市民による応急手当普及啓発を図り、救命効果を向上させ
るために、訓練用資機材を購入する。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

AED整備事業（自動体外式除細動器） ※ 1,776 ～ 市民の安心安全を守るために、市が管理する施設に自動体外式除細動器を設置
する。

消防庁舎等整備事業 87,195 274,460 消防庁舎の耐震化及び増改築を行う。
・平成21年度：西宮消防署耐震改修（～22年度）等
・平成22年度：鳴尾消防署・北消防署増改築等
・平成23年度：西宮消防署西宮浜出張所増改築等

消防局増員関連経費 ※ 18,281 ～ 増員増隊で必要な採用者等に被服、個人装備を貸与し、健康診断及び兵庫県消
防学校派遣等を行う。また、鳴尾消防署のトレーニング室を仮眠室に改修す
る。

消防局車両等整備事業 93,271 691,254 ＮＯｘ・ＰＭ法の規制対象車両及び耐用年数の経過した車両を計画的に更新す
るとともに、救助用資機材、高度救命処置用資機材、ドクターカー資機材等を
更新整備する。

消防団員被服等更新事業 ※ 6,899 ～ 火災等の出動時だけでなく、訓練時にも貸与服の着用が必要な消防団員に新服
制被服の貸与を計画的に行う。

消防団車両等整備事業 35,218 107,177 ＮＯｘ・ＰＭ法の規制対象車両及び耐用年数の経過した車両を計画的に更新す
るとともに、ゴムボート等の防災資機材を配備する。

消防団車庫整備事業 26,009 52,820 災害時には一時避難場所などとして利用できるよう、老朽化した消防団車庫の
改修を行う。また、平成22年度より、危険度の高い警鐘台から順次撤去、建替
えを行い、ホース乾燥用のホースポールを設置する。

道路の整備

道路施設新設改良事業 44,000 71,200 道路の通行の安全を確保するために、市内各所における耐用年数に達した道路
冠水表示板等の機器の更新及び、仁川沿い道路の車両用防護柵を改良整備す
る。

橋梁新設改良事業 125,000 271,000 被災落橋した場合の影響が大きい橋梁について、橋脚補強・落橋防止工等の耐
震対策を実施するとともに、予防的な修繕などを行い橋梁の長寿命化を図る。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。

－12－



 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

道路新設改良事業 416,000 344,900 渋滞交差点や地区内道路の改良整備を進めることにより交通の円滑化や歩行
者、自転車の安全性の向上を図るとともに、幹線道路の二次改築を行い、道路
環境の改善を図る。また、本市北部地域の最重要課題である国道176号名塩道
路の関連事業を行うことにより整備促進を図る。

街路事業 457,220 1,450,400 本市道路網の骨格を形成する幹線道路の未整備区間の早期整備を図る。
・市役所前線街路事業
・西福河原線街路事業
・山手幹線（熊野工区）街路事業

立体交差等事業 208,000 647,834 阪神電鉄本線の甲子園駅から武庫川駅間の高架化を行う。また、阪神連立事業
の沿道環境整備の一環として道・水路等を整備する。

交通安全施設等整備事業 85,000 170,000 道路交通の安全と円滑を図るために、交通安全施設を整備する。

歩道新設改良事業 118,650 595,174 歩行者等の移動の円滑化や通行の安全を図るために、歩道の整備や歩道の段差
解消・勾配改善などを継続的に実施する。

 公共交通の利便性向上

バス利用促進対策事業
（超低床ノンステップバス導入事業）

※ 10,375 ～ 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律に基づき、都市交通の
安全・円滑化を図るため、ノンステップバスを導入する民間事業者に対し補助
を行う。

バス利用促進対策事業（上屋設置事業） ※ 4,000 ～ 路線バス利用者の利便性・快適性の向上を図るため、バス停留所の上屋整備を
行う民間事業者に補助を行う。

バス事業 ※ 34,374 ～ 山口地域と南部地域を直接連絡する「さくらやまなみバス」の平成21年４月か
らの運行に伴い、車両購入費や運行経費等の助成を行う。

水の安定供給

阪神水道企業団出資金 ※ 699,041 ～ 市民に安全な水を安定的に供給するため、阪神水道企業団が実施する第５期拡
張事業等への出資を行う。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

（企）上水道水源の確保 ※ 73,855 ～ 琵琶湖開発からの水源を確保し、上水を安定的に供給する。
・琵琶湖総合開発事業割賦負担金

（企）上水道施設の整備 2,363,643 7,955,974 老朽化した配水管の更新を行い、耐震型の配水管の敷設を行う。また、浄水施
設を耐震化するとともに、統廃合を含む施設改築更新等の整備を行う。

下水道・河川の整備

（企）下水道施設の整備 3,029,769 7,157,190 ポンプ場、処理場の施設等を更新し、機能を維持・強化していく。また、浸水
対策として雨水渠の整備や流出抑制対策を強化し、ネットワーク幹線整備など
合流式下水道の改善や高度処理を推進するほか、流域下水道事業等の整備の本
市負担金を支出する。

良好な住宅・住環境の整備

わが家の耐震改修促進事業 ※ 8,200 ～ 民間住宅の耐震改修を促進するため、耐震改修計画の策定及び耐震改修工事を
行う市民に対し、県が行っている補助に市の上乗せ補助を行う。

民間公共的施設耐震診断助成事業 ※ 6,000 ～ 民間の学校、病院、福祉施設など災害時の拠点となる施設の、耐震診断に係る
費用の一部を助成し、対象施設の耐震化を促進する。

建築基準法に基づく指定道路図・指定道路調書
作成業務

※ 12,621 ～ 建築基準法改正に伴う、指定道路図、指定道路調書の作成を行い、窓口で閲覧
できるようデータベース化を行う。

建築・開発に係る既存システムの
セキュリティー構築

※ 5,472 ～ 道路台帳や開発台帳など部内の業務情報の一元化に向けて、既存のネットワー
クシステムのセキュリティー・保守管理体制の確立及び機器の改善により既存
情報の漏洩、滅失を防止する。

特定優良賃貸住宅供給事業経費 ※ 78,488 ～ 「特定優良賃貸住宅の供給の促進に関する法律」に基づき民間の事業者の建設
した良質のファミリー向け賃貸住宅について家賃補助等を行う。

市営住宅建替事業 97,849 4,121,114 老朽化した市営住宅をＰＦＩ方式により、安全で高齢者仕様等に対応した住宅
に建替えて居住水準の向上を図る。（甲子園九番町住宅）

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

市営住宅等改修事業 143,714 305,096 既設市営住宅の居住水準の向上を図るため、火災警報器の設置や外壁の改修、
駐車場の整備、エレベーターの改修等を行う。

にしのみや住宅マスタープランの見直し ※ 6,875 ～ 今後の住宅政策の基本的な方針・目標を設定し、体系的・総合的にすまい・ま
ちづくりの施策展開を図ることを目的として「にしのみや住宅マスタープラ
ン」の全面的な見直しを行う。

交通安全対策と駐車対策

自転車駐車場整備事業 361,666 206,950 駅周辺において、自転車駐車場の整備を行い、自転車等の放置防止に努める。
平成21年度・・・阪急西宮北口駅北西（新設）等
平成22年度・・・阪急西宮北口駅南西等
平成23年度・・・主要５駅等

防犯対策の推進

防犯協会補助金等事業 ※ 101,773 ～ 防犯灯にかかる補助額を増額するとともに、廃灯にかかる撤去や処分に対する
補助を新設する。

  うるおい・かいてき

～水と緑ゆたかな美しいまち～

環境学習都市の推進

地球温暖化対策地域推進計画の策定 ※ 6,000 ～ 市民、事業者、行政が一体となって、市域全体で地球温暖化対策に取り組むた
めの計画として、「地球温暖化対策地域推進計画」を策定する。

緑の保全と創造

桜の名所・みどりの再生事業 ※ 10,000 ～ 夙川をはじめとする既存桜の名所に後継樹を植栽するとともに、新たな名所の
整備を進める。また、西宮生まれの桜の苗木育成やエコツアー等環境学習事業
と連携し、市民参加による名所づくりを進める。

西宮浜総合公園多目的グラウンド管理運営 ※ 3,242 ～ スポーツやレクリエーションの場として利用されている「西宮浜総合公園多目
的グラウンド」を、市民がより便利に、より快適に利用出来るよう管理運営の
委託を行う。

公園遊戯施設安全対策事業 ※ 8,600 ～ 市内の公園に設置している遊戯器具の安全基準の点検調査を実施する。なお、
本調査を基に平成22年度から年次的に遊具の補修を行う。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

武庫川河川敷緑地整備事業 18,000 18,800 武庫川河川敷緑地のうち、一里山町から田近野町の間の残された未開設区域に
ついて園路・サイクリング道などの整備を行う。

街路樹補植事業 7,000 ― 街路緑化を推進し、都市景観の向上や、快適な生活空間の形成を図るため、市
役所前線の街路樹を補植する。

資源循環型社会の形成

西部総合処理センター基幹設備更新事業 297,615 1,423,320 稼働後13年目を迎える西部総合処理センター焼却施設及び破砕選別施設につい
て、機能低下や老朽化に備え、設備・機器を更新・補修することにより、処理
能力の維持を図る。
・焼却施設基幹設備更新・補修（平成19年度～）
・破砕選別施設基幹設備更新・補修（平成22年度）

広域廃棄物埋立処分場建設事業 26,254 45,084 大阪湾フェニックス計画による広域廃棄物埋立処分場の建設工事のうち、一般
廃棄物（焼却灰）にかかる建設費を負担する。

東部総合処理センター整備事業 752,496 8,933,645 西部工場の老朽化、ごみ質の変化等による処理能力の低下に対応するため、代
替施設として東部総合処理センターを整備する。
・平成21年度：焼却施設・破砕施設解体
・平成22年度～：建築工事

その他プラスチック圧縮保管施設整備事業 ― 280,082 東部総合処理センター内の旧粉砕選別施設用地に「その他プラスチック容器の
圧縮保管施設」を整備する。
・平成22年度：生活環境影響調査
・平成23年度～：建設工事

ごみ相談窓口センターの設置 ※ 40,818 ～ 市民の利便性向上のため、西部総合処理センター内に、粗大ごみなどの処理及
び収集に関する受付を一元化するとともに、土・日・祝日も受付を行う「西宮
市ごみ電話受付センター」を開設する。

清掃作業車両整備事業 45,040 85,521 耐用年数に達したじんかい・水路清掃車両（リース）等の更新等を行い、順次
環境に配慮した低公害車を導入する。

ＰＣＢ廃棄物処理事業 ※ 23,964 ― 市で保管しているＰＣＢ廃棄物（高圧コンデンサ）を法に基づき適正に処理す
る。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

快適な生活環境の確保

満池谷火葬場設備改修事業 28,200 42,300 耐用年数が経過した満池谷火葬場の火葬設備を計画的に改修する。

白水峡公園墓地建設事業 14,747 102,759 白水峡公園墓地の整備を行い、市民に低廉で良質な墓地を計画的に供給する。
・平成21年度：簡易水洗トイレ設置工事
・平成22年度：252区画整備予定
・平成23年度：管理事務所等修繕

食肉センター整備事業 121,000 139,151 老朽化した施設の更新や運営経費を節減できる設備の整備を行う。

環境測定機器整備事業 21,809 48,152 大気、騒音、水質の汚染状況等の常時監視測定及び振動の測定に必要な測定機
器等の計画的な整備更新を行う。

美しい都市景観の形成

都市景観行政の推進 ※ 15,875 ～ 自然や歴史を活かした、文教住宅都市としての魅力がある都市景観を形成する
ため、都市景観形成地区及び建築物等の指定や、市民団体への活動の助成、ま
た、景観法に基づいた建築物等の行為の届出制度への移行に伴うＰＲを含めた
景観に関する啓発活動を行う。

良好な市街地の形成

西宮北口駅南地区まちづくり整備事業 141,002 ― 西宮北口駅南地区において、歩行者空間の総合的・一体的な整備を行うととも
に、商業施設と一体になった安全で快適な歩行者空間を創出する。
・計画面積：約109.1ｈａ
・事業期間：平成９～21年度

西宮北口駅北西地区まちづくり整備事業 81,271 258,000 西宮北口駅北西地区を「みず・みどり・ひと」が織りなす豊かな生活空間とし
て整備する。
・計画面積：約40ha
・事業期間：平成21～24年度

武庫川広田線整備事業
（消費組合踏切～国道171号線）

― 22,500 西宮北口駅北西部と北東部の道路網を強化することにより、バス路線網の拡充
を誘導するとともに、駅周辺の他の地域と北西地域とのバランスのとれた発展
を促す。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

阪神西宮駅北地区駅前広場整備事業 16,000 2,022,000 阪神西宮駅北地区の駅前広場を整備し、交通錯綜状況の解消や、都市核にふさ
わしいまちづくりを行い、駅利用者の等の安全性と利便性を向上させる。
・事業期間：平成20～24年度

甲東瓦木地区基盤整備事業 2,000 6,000 土地区画整理事業として都市計画決定されている、甲東瓦木地区の今後の方向
性等を検討するための調査を行う。

武庫川広田線整備事業
（中津浜線以東～瓦木なかの道）

3,000 15,000 都市計画道路として未整備である、武庫川広田線の中津浜線以東の整備に向け
た事業手法等の調査・検討を行う。

阪急今津線高架事業 183,167 209,167 球場前線の踏切による交通遮断を解消し、道路交通の安全性や円滑化を図るた
め、県等と連携し、阪急今津線を高架化する。
・施工期間：平成19～22年度

都市計画マスタープランの見直し ※ 7,000 ～ 平成14年に策定した西宮市都市計画マスタープランの全面的な見直しを行い、
市民、事業者、行政のまちづくりの指針となる新しい都市計画マスタープラン
を作成する。

  にぎわい・そうぞう

～人々が楽しく交流する元気なまち～

大学との連携・交流

大学ＰＲ事業（フリーペーパー制作） ※ 1,500 ～ 「大学のまち・学生のまち」である西宮市の魅力を広くＰＲするため、市内在
学の大学生で組織する学生実行委員会と協働して、市内各所で行われるイベン
ト等を掲載するフリーペーパー等を制作し発行する。

都市型観光の振興

西宮もてなす仕組み醸成補助事業 ※ 2,267 ～ 平成21年４月～６月に兵庫県で実施される大型観光交流キャンペーンを契機
に、西宮観光協会による観光ボランティアガイドの育成事業や、キャンペーン
期間中の酒蔵地域無料巡回バスの運行に対して助成を行う。

新西宮観光100選パンフレット作成事業 ※ 1,250 ～ 平成20年度に、インターネットにより市民等によって選定された「新西宮観光
100選」のＰＲパンフレットを作成し、新たなスポットへの誘導を図る。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

（仮称）都市型観光推進計画策定調査等業務 ※ 3,185 ～ 本市の都市型観光事業を積極的に推進するため、「（仮称）都市型観光推進計
画」の策定に向けた基礎調査を行う。

酒蔵文楽補助事業 ※ 1,850 ～ 人形浄瑠璃発祥の地とされる西宮市において、酒蔵を活用して開催される文楽
公演に対して経費の一部を助成し、酒蔵地帯の活性化と西宮のイメージアップ
を図る。

産業の振興

卸売市場の整備に向けた検討事業 ※ 469 ～ 西宮市地方卸売市場及び西宮東地方卸売市場の今後のあり方について具体的な
検討を行うため、（仮称）整備検討委員会を設置する。

地域連携商店街等活性化支援重点モデル事業 ※ 20,000 ― 商店街や小売市場等が地域の住民や大学等と連携し、地域の特性や実情に応じ
た地域振興策を自ら考え、地域商業の活性化とまちづくりを行う活動を重点的
に支援する。（平成19年度から３ヵ年の継続事業）

勤労者福祉の向上

西宮市勤労者福祉推進計画策定事業 ※ 3,990 ～ 長期的な視野に立って、より豊かな勤労生活の実現を目指し、「西宮市勤労者
福祉推進計画」を策定する。

西宮市シルバー人材センター支援事業補助金 ※ 5,940 ～ 西宮市シルバー人材センターへの職員派遣の廃止に伴い補助金の増額を行う。

勤労福祉施設整備事業 11,000 ― 昭和46年に建設された勤労青少年ホームのエレベーターの老朽化に伴い、改修
工事を行う。

都市農業の展開

農業用水路等補修工事 ※ 5,328 ～ 老朽化により開閉が困難になっている農業用樋門の取り替え工事を行う。（山
口町下山口）

西宮農産物の開発研究事業 ※ 555 ～ 西宮の気候風土に適応する可能性の高いレモングラスの試験栽培を行うととも
に、有識者を交えた委員会を立ち上げ製品化等の研究を行う。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

西宮産農産物情報発信事業 ※ 1,700 ～ 市内の直売所等で販売する旬の西宮産農産物の最新情報を地域ポータルサイ
ト・西宮流（にしのみやスタイル）により発信する。

米作り体験農園事業 ※ 250 ～ 山口地域の水田で、田植えから収穫までの米づくりを体験できる事業を実施す
る。

計画推進

戦略的な行政経営体制の確立

行政マネジメントシステムの構築 ※ 6,468 ～ 限られた経営資源を有効に活用するため、施策評価や事務事業評価など行政評
価の結果等を踏まえ、事業の取捨選択や資源の最適配分につなげる仕組みづく
りに引き続き取り組む。

参画と協働の推進 ※ 5,333 ～ 平成20年７月に制定した「西宮市参画と協働の推進に関する条例」の適正な運
用を図るとともに、評価委員会の設置や協働事業助成金制度の創設など、参画
と協働のまちづくりを推進する。

組織の活性化と職員の育成

人事給与システム開発事業 ※ 39,264 ～ 老朽化して非効率である現行の給与支給システムを再構築することで、効率的
な給与支給事務を行うとともに、人事給与情報を活用して組織の活性化を図
る。

ＩＣＴ（情報通信技術）の活用

地域公共ネットワーク運用事業 ※ 146,608 ～ ネットワーク回線の障害に備え、回線が二重化されていないNTT有馬局と名塩
局を完全ループ構成とすることで安全性を向上させる。また、国の「地域イン
トラネット基盤整備事業」補助により整備した機器等を耐用年数が経過したも
のから順次更新を行う。

情報化推進事業 ※ 216,499 ～ 電子自治体推進に向けて、第２次西宮市情報化推進計画に基づき、情報システ
ムの再構築を行い庁内事務のさらなる効率化を図るとともに、行政サービスの
ワンストップ化、オンライン化を促進し、市民サービスの向上を図る。

電算機棟設備更新
（行政情報システム開発運用事業）

※ 30,579 ～ サーバ機器の増加による電源容量を確保するため、無停電電源装置（ＵＰＳ）
の入替を行う。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

市税の賦課・徴収体制の強化

市税のコンビニ収納の拡大 ※ 44,078 ～ 納税の利便性及び収納の効率化を一層高めるため、コンビニ収納の取扱いを個
人市民税、固定資産税等にも拡大する。

地方税電子申告システム（eLTAX）の拡充 ※ 52,006 ～ 公的年金からの個人市県民税の特別徴収に係る地方税電子申告システム
（eLTAX）の利用環境の整備に伴い、そのシステムの対象範囲を給与支払報告
書等にも拡大する。

計画的な施設の整備・保全

市公共施設の中長期修繕計画事業 105,000 296,030 公用・公共建築物の劣化を防止し良好な状態を保つため、効果的・効率的な施
設保全を行う。

公共施設耐震診断・耐震改修事業 111,853 322,832 公共建築物（学校園、市営住宅除く）で耐震改修促進法に規定する特定建築物
と地域防災計画で指定する避難所について、平成27年度までの耐震化100％を
めざし、年次的に事業を進める。
耐震診断：平成20～23年度
耐震改修：平成21～27年度

公共施設の点検結果に基づく維持保全業務 ※ 15,000 ～ 建築基準法第12条の点検結果に基づき、点検の結果の要改善と判断されたもの
について、計画的に改修を行う。

アプリ甲東立体駐車場設備保全事業 12,000 24,000 平成８年秋に完成後、12年余りが経過するアプリ甲東立体駐車場の老朽化した
設備等を、順次段階的に改修を行う。

広報・広聴活動の充実

映像番組作成事業 ※ 61,319 ～ 市の施策や市民生活に必要な情報を映像を通じてわかりやすく伝えるととも
に、地上波デジタル放送等に対応するため、番組制作の委託の拡大を行う。

コミュニティ放送（さくらFM）への支援事業 ※ 90,000 ～ 市民生活に密着した地域情報や、市からのイベント情報などを、西宮コミュニ
ティ放送（さくらＦＭ）に制作委託し、ラジオ放送を行う。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要

平成22～23年度
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

平成21年度

事 業 費

計画推進

山口センター維持管理経費 ※ 68,834 ～ 平成21年３月に完成する「山口センター」の管理・警備・設備保守点検等の業
務委託を行う。

山口支所施設借上料 ※ 10,050 ～ 山口センター内の支所部分について、所有者である財団法人山口町徳風会に対
し、賃借料を支払う。

甲東センター整備事業 6,323 ― 築後10年を超えたアプリ甲東の集中監視システムの改修や外壁・屋上等の修繕
費を、保有する施設の床面積の割合に応じて負担する。

証明書自動交付機の設置 ※ 37,918 ～ 市民の利用しやすい駅周辺や民間又は公共施設に証明書自動交付機を設置し、
夜間や休日等の時間外も住民基本台帳カード及びにしのみやカードにより、住
民票の写しや印鑑登録証明書等を交付する。

住民基本台帳カード等の無料交付 ※ 46,020 ～ 住民基本台帳カード等の普及・促進及び証明書自動交付機の利用率を向上させ
るため、住民基本台帳カード等の交付手数料を平成23年３月末日まで無料とす
る。

外国人登録データベースの改良 ※ 3,150 ～ 平成12年の外国人登録法改正により記載が必要となった、最終申請日を外国人
登録原票に記載できるようにデータベースの改良を行う。

注１）平成21年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成22～23年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成22～23年度事業費欄「－」は平成21年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計事業を示す。
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 計 画 事 業 費　　　〔投資的事業〕
（単位：千円）

事 業 費 一般財源 事 業 費 一般財源
　まちづくり 15,949,533 1,967,524 48,937,779 4,502,440 

いきがい・つながり　～市民一人ひとりが輝いて生きるまち～ 308,826 52,680 63,951 63,951 

　市民活動の支援 276,327 20,181 20,000 20,000 

　芸術・文化の振興 5,619 5,619 19,381 19,381 

　スポーツ・レクリエーション活動の推進 26,880 26,880 24,570 24,570 

すこやか・はぐくみ　～子どもたちの笑顔があふれるまち～ 5,426,730 848,305 9,342,110 2,211,625 

　子育て支援の充実 653,283 56,211 80,000 80,000 

　家庭教育の支援と青少年の健全育成 6,660 6,660 39,644 39,644 

　学校教育の充実 69,900 69,900 65,000 65,000 

　計画的・効率的な学校施設運営 4,696,887 715,534 9,157,466 2,026,981 

あんしん・あんぜん　～みんなが安心して暮らせる安全なまち～ 8,444,376 730,058 25,880,237 1,736,266 

　高齢者福祉の充実 4,830 4,830 404,000 0 

　障害のある人の福祉の充実 301,010 152,158 407,510 173,972 

　医療サービスの充実 212,150 38,950 377,650 59,150 

　災害・危機に強いまちづくり 213,440 3,070 209,032 5,632 

　消防・救急救助体制の充実 262,435 116,759 1,185,213 309,313 

　道路の整備 1,453,870 133,770 3,550,508 395,908 

　水の安定供給 2,363,643 0 7,955,974 157,100 

　下水道・河川の整備 3,029,769 151,996 7,157,190 416,990 

　良好な住宅・住環境の整備 241,563 62,559 4,426,210 181,251 

　交通安全対策と駐車対策 361,666 65,966 206,950 36,950 

うるおい・かいてき　～水と緑ゆたかな美しいまち～ 1,758,601 325,481 13,651,481 490,598 

　緑の保全と創造 25,000 10,600 18,800 3,800 

　資源循環型社会の形成 1,121,405 87,562 10,767,652 267,480 

　快適な生活環境の確保 185,756 9 332,362 203 

　良好な市街地の形成 426,440 227,310 2,532,667 219,115 

にぎわい・そうぞう　～人々が楽しく交流する元気なまち～ 11,000 11,000 0 0 

　勤労者福祉の向上 11,000 11,000 0 0 

　計画推進 235,176 149,035 642,862 599,846 

　計画的な施設の整備・保全 228,853 142,712 642,862 599,846 

　計画推進 6,323 6,323 0 0 

16,184,709 2,116,559 49,580,641 5,102,286 

注）１　計画事業費には、次の事業費を含む。

　　（1）公営企業会計及び準公営企業会計にかかる事業費

　　（2）過年度に設定した債務負担行為による事業費（ただし、既に事業が完了し償還のみ行っている事業を除く）

　　２　消費的経費については、計画事業に含まない。

合　　　　　　計

区　　　　　　分
平成21年度予算 平成22～23年度
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